
 

この度、寿楽荘自治会内の道路危険箇所に対して、市役所、 

宝塚警察、県警公安部、一小育友会と協働し、事故抑止の知恵を

出し合って、「電柱看板設置」をする事が出来ました。 

次には道路へのカラー塗装をし、さらに児童や住民の生活の安全

を図りたいと思っています。 

このように安全部会では、自治会だけでは解決出来ない課題を側面から 

支援し、また諸団体との協働により、地域の安全対策を進めています。 

第 11回まち歩き 地域の魅力再発見 ～ 小 浜 ～ 

6／4（日）歴史と旧跡のある小浜宿を巡るまち歩き「ちょっと 

そこまで、タイムスリップ」を実施しました。 

ルートは、首地蔵▶︎皇大神社▶︎毫摂寺▶︎小浜宿資料

館▶︎旧和田家住宅▶︎いわし坂。２６名の参加者は、

ボランティアガイドの下村さんの名解説を聞きなが

ら 3時間のまち歩きを楽しみました。 

小浜・米谷のかつての繁栄や歴史を学び、千利休が

名付けたとされる「玉の井」の井戸、江戸時代の本

物の高札など普段は見られない場所や資料を拝見す

ることができました。大堀川あじさい公園で解散、

全員大満足の笑顔で帰路につきしました。 

「子ども達がいきいきできる居場所を地域に！」 

福祉部会と協力して、毎月第２金曜日に子育てふれあいサロンを開催し好評

を得ています。子育て中の保護者の参加も根付いてきて、保護者同士の情報交

換やつながり作りの一助となっているようで嬉しく思います。 

５月になりコロナの感染も少し落ち着いてきましたが、子どもが外出できなくなった、話をしなくなっ 

たなどの声を聞くこともあります。身近な地域にそんな子どもたちがい

ることを知り、まち協、子育て部会としてできることはないか?  

新しい何かを模索しながら、子ども達が自分らしくいられる居場所を地

域の中に作ることを、皆さんといっしょに考え実現していきたいと思っ

ています。 

小宮新部会長のもと部会メンバーも増え、部会活動がスタートし

ました。校区の「花と緑のネットワーク」の花壇づくりのサポート、

秋には人気の寄せ植え教室を文化芸術センターの大屋根広場で開催 

予定です。また「櫻守の会」の講演会を企画しています。 

各スポットに花と緑を植樹することにより、校区を歩く人々の

心を和ます環境づくりをしていきます。 

６／７（水）中央公民館にて 
『障がい当事者の生の声を聞いて
みなぁい？』をテーマに NPO法人
とことこ・あいえるせんたー逆瀬の 
職員・車いすユーザーお二方を講師に
お招きしお話を伺いました。 
「日常生活はヘルパーさんにお手伝いしてもら
いながら一人暮らし、お休みの日はネットゲー 
ムをしたり、カラオケや映画にも行きます！」など 

毫 摂 寺 

旧和田家住宅 

花と緑のネット 

ワーク 花壇 

30 代の青年の日常を楽しくお話くださいました。 

また職員の方からは、障がいのある人もない人も 

共に生きる社会を作ることを目指した「障害者差 

別解消法」について説明いただきま 

した。障がい者の方への合理的配

慮を推進するために対話が必要で

あることへの理解を深めました。 
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